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事業概要

２．実施期間
開始 ：2021年6月
終了（予定）：2024年3月
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３．実施内容・最終目標

１．背景・目的

• 九重地域の地下深部（4km以浅）に超臨界地熱システムが存在する可能性がある。
• 開発計画に資する明瞭な超臨界貯留層の形状が得られているとは言い難い。
• 大深度かつ高温の掘削ターゲットを開発するための技術的な課題が指摘されている。
• 様々な社会的事情から掘削地点がターゲットから離れた地点になる可能性が高い。

研究項目 中間目標 最終目標(2024fy末)

①補完地表調査と概
念モデル構築

超臨界地熱システムの概念モ
デルを構築する

九重地域の地下5km以浅に
超臨界領域を特定する

②資源量評価 浅部熱水系を含めた地熱系概
念モデルを再現しうる数値モ
デルを複数比較検討する

超臨界地熱資源の質，量およ
び規模を定量評価する（100
MW規模）

③深部構造調査試錐
の検討

深部構造調査試錐井の仕様，
工程概要，費用等を提示する

中間目標と同じ（2023fyで終
了）

④超臨界地熱調査井
仕様策定

調査井を用いた試験計画を策
定する

調査井のターゲット，仕様，調
査内容，費用等を決定する

⑤経済性評価 2024ｆｙに実施予定 在来型地熱発電と同等以下
のコストであることを示す



NEDO

(国研)産業技術総合究所

研究項目： ① 補完地表
調査と概念モデル構築、③
深部構造試錐井仕様検討、
④調査井仕様検討⑥総合
評価

委託

再委託 再委託

研究開発責任者 (PI)：九州大学 西島 潤
副PI : 西日本技術開発 齋藤博樹

(国大)東京工業大学

研究項目： ① 補完地表
調査と概念モデル構築、③
深部構造試錐井仕様検討、
④調査井仕様検討⑥総合
評価

(国大)京都大学

研究項目： ① 補完地表
調査と概念モデル構築、③
深部構造試錐井仕様検討、
④調査井仕様検討⑥総合
評価

(国大)神戸大学

研究項目： ① 補完地表
調査と概念モデル構築、③
深部構造試錐井仕様検討、
④調査井仕様検討⑥総合
評価

(国大)秋田大学

研究項目： ③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井
仕様検討、⑤経済性評価、
⑥総合評価

日本オイルエンジニアリング㈱

研究項目： ③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井
仕様検討、⑤経済性評価、
⑥総合評価

帝石削井工業㈱

研究項目： ③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井
仕様検討、⑤経済性評価、
⑥総合評価

地熱エンジニアリング(株)

研究項目： ③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井仕
様検討、⑤経済性評価、⑥
総合評価

エスケイエンジニアリング㈱

研究項目： ③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井
仕様検討、⑤経済性評価、
⑥総合評価

(地独)道総研

＊協力事項： ① 補完地表調査と概念モデル
構築、②資源量評価、③深部構造試錐井仕
様検討、④調査井仕様検討、⑥総合評価

(国大)東北大学

＊協力事項： ① 補完地表調査と概念モデル
構築、②資源量評価、③深部構造試錐井仕
様検討、④調査井仕様検討、⑥総合評価

研究開発への協力

(国大)九州大学

研究項目： ① 補完地表調査と概念モデル
構築、②資源量評価、③深部構造試錐井
仕様検討、④調査井仕様検討、⑤経済性
評価、⑥総合評価

地熱技術開発㈱

研究項目： ②資源量評価、③深部構造試
錐井仕様検討、④調査井仕様検討、⑤経
済性評価、⑥総合評価

西日本技術開発

研究項目： ① 補完地表調査と概念モデル
構築、②資源量評価、③深部構造試錐井
仕様検討、④調査井仕様検討、⑤経済性
評価、⑥総合評価

研究開発推進委員会

研究実施体制
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研究成果

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築
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• 先行研究において-3km a.s.l.以深において超臨界貯留層の存在を示唆する低比抵抗域が推
定された。

• ただし、MT法の探査測点間隔の大きさ、深部における解析分解能の低下の問題から、超臨界
貯留層分布域に関しては依然として不確実性が存在する。

• 上記課題を解決するため、深部低比抵抗域を対象とした追加MT法探査、断裂系等の抽出に
適した反射法探査、微小地震モニタリングおよび基礎データの収集解析を実施する。

【課題】

要素技術 先行研究での成果 本研究での開発項目

(a) MT法探査 • 超臨界貯留層を示唆する深部低比抵抗域が

解析された。

• 深部低比抵抗域周辺で40点程度の追加MT法探査を実施し、既存

データを含めた3次元解析による、深部低比抵抗域の推定精度の向上。

(b) 反射法探査 • なし • 準3次元反射法屈折法統合地震探査データの取得およびデータ解析

による超臨界地熱貯留層の正確なイメージング化。

(c) 微小地震モニタリング • なし • 30点程度の微小地震モニタリングにより超臨界貯留層の動体を探査す

る。また、震源決定に必要なモデルは微動探査で構築したものを利用

する。

(d) 地質学データ収集・解析 • 既存の文献情報の収集を行った。 • 流体包有物、カッティングス等の既存データの収集再解析

(e) 地球化学データ収集・解析 • 八丁原地熱発電所孔井から採取された地熱流

体の化学分析を行い、400度程度の高温のマグ

マ由来成分の供給があることを推定した。

• 有望地点近傍の数地点で地熱流体・噴気のサンプリングを実施し、流

体組成および各種同位体比について収集・詳細解析する。

(f) 基礎データ収集・解析 • 既存データを用いた温度構造推定 • 既存重力データの再解析

(g) モデルの不確定性低減 • なし • 情報統計学的手法に基づくモデルの不確定性低減手法の開発

(h) 超臨界地熱モデルの精緻概念

モデル化

• 九重地域において超臨界貯留層が存在する可

能性を示した。

• 上記(a)~(g)の結果を基により精緻な浅部地熱系までふくめた精緻概

念モデルを構築する

【研究開発内容】

深部低比抵抗域



研究成果

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築
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実施項目
FY2022 FY2023

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

(a)MT法探査

(b)反射法探査

(c)微小地震モニタリング

(d)地質学データ収集・解析

(e)地球化学データ収集・解析

(f)基礎データ収集・解析

(g)モデルの不確実性低減

(h)超臨界地熱モデルの精緻概
念モデル化

②資源量評価

モ
デ
ル
提
示

モ
デ
ル
提
示

12月時点での項目1スケジュール進捗と今後の予定

モ
デ
ル
提
示

初版概念モデル ：前プロジェクトの比抵抗構造 + 地質、温度、地化学、重力、微小地震
第２版・第３版モデル ：初版 + 反射法、MT法結果を取入れ改良



研究成果

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築
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断層分布・震源分布・比抵抗構造@-4.0 km



研究成果

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築
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貫入岩縁辺部のキャップと深部貯留層の推定分布範囲



研究成果
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マグマ性流体の上昇

マグマの冷却 マグマの縁の固化と
冷却による亀裂の発生

減圧・冷却による亀裂のつまり

流路の変化

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築



研究成果
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八丁原熱源

中性熱水貯留層

酸性熱水

深部貯留層

研究開発項目①：補完地表調査と概念モデル構築



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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研究開発内容

(a)自然状態シミュレーション* 研究開発項目①で同定された，既存及び超臨界地熱システムを対象に，自然
状態シミュレーションを実施する。

(b)生産シミュレータ整備
既存コードをベースに，超臨界地熱システム固有の現象を表現できるシミュ
レータを整備する。

(c)発電可能量の推定* (a)自然状態シミュレーションを通じて妥当と評価された超臨界地熱システムモ
デルを対象に生産シミュレーションを実施する。

【研究実施内容の概要】
数値モデルの作成および自然状態モデルの構築
・研究開発項目①で構築された概念モデルに基づいて，3次元の数値モデルを作成する。
・概念モデルを再現する自然状態シミュレーションを実施する。
生産予測シミュレーション
・現在の地熱系が十分再現された自然状態モデルを用いた生産予測シミュレーションを実施する。
・本地域の超臨界地熱資源量を推定する。
発電可能量の推定
・最適な生産システム(還元/涵養等)を検討し複数ケースの予測を行う。
・周辺の既開発エリアへの影響（干渉）なども考察する。

*シミュレーションでは，石戸経士(2002)「地熱貯留層工学」（日本地熱調査会）に記載される，「自然状態モデリング」および「生産予測
シミュレーション」をそれぞれ参考にする。

【研究開発内容】



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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初期数値モデルの構築

貯留層シミュレーションによる，
準定常状態の解の取得

計算結果と測定値の比較

両者の一致
は十分か

終了

YES

NO

(c)発電可能量の推定：将来予測シミュレーション

概念モデル
・超臨界地熱貯留層を胚胎する貫入岩体は冷却過程にある。
・前PJにおいて，超臨界地熱流体は高濃度NaCl流体であると推定されている。

石戸(2002) 地熱貯留層工学

「自然状態シミュレーションの
フロー」, (社)日本地熱調査会

3次元定常解析（純水系）
*従来の自然状態SIMのイメージ

2次元非定常解析（純水系/塩水系）
*2次元モデルによる簡易解析

○純水系シミュレーション
• 地熱系概念モデルの妥当性評価が主目的。
• 貫入岩体の冷却および浅部地熱系の形成（加熱）をシ

ミュレーションで再現。

○塩水系シミュレーション
• 浅部貯留層と超臨界地熱貯留層を隔てるシール構造

についての検討が主目的。
• 超臨界地熱貯留層に存在する高濃度NaCl流体の浅部

への流出に関するシミュレーション。
• 今後，本事業で推定されたシール構造について，シミュ

レーションの実施仕様を検討。

○純水系シミュレーション
• 将来予測シミュレーションに用いる，数値モ

デルの構築

モデル調整
・浸透率分布
・境界条件

モデル構築フロー

2次元解析の結果は，概念モデルの精緻化や，3次元数値
モデル構築時の各種条件設定に反映させる。



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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-2,000 m a.s.l.

溶融マグマ

天水

②シール機能の検討
（NaClの流出）

現在

マグマ貫入時
（4～5万年前）

地熱発電所
（八丁原・大岳）

火山噴火活動（九重硫黄山）火山噴火活動

①溶融マグマの冷却

浅部地熱系
の形成

天水 温泉

形状：比抵抗・弾性波探査等

-3,000 m a.s.l.

石英シール

超臨界地熱貯留層

*超臨界貯留層内のNaClの存在等の扱い
の決定後に解析手法を検討

2次元非定常解析の概念図（暫定*）



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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• 純水系2次元非定常解析（岩体冷却シミュレーション）
地質断面図，概念モデルに基づいた数値モデル構築
収束安定性や本地域の地熱系モデルの再現に向けてモデル調整中

• 純水系3次元定常解析（自然状態シミュレーション）
概念モデル（項目①）に基づいた3D数値モデル構築に向けた検討
（解析範囲の再検討，グリッド分割，浸透率分布，境界条件）



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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底面境界条件 熱流束（80 mW/m2）

大気圧ブロック

純水系2D解析の概念モデル

解析領域（上面には地形を反映）

初期温度分布
① 数値モデル全体に対して，地温勾配(6℃/100m)に基づく温度分布を付与。
② 貫入岩体岩体相当領域に対して，750℃の初期条件を上書き。

6℃/100m

貫入岩体相当領域
（≦5.6 ohm-m）

初期温度：750マグマ性流体

基盤岩中の断層帯を通じた流体上昇

浸透した天水の加熱



研究成果
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温度分布（40,000年経過）

現時点の岩相分布

*現在は，マグマ性流体と上昇域の高透水性領域は反映していない。

岩相 孔隙率[-
]

浸透率
[m2]

RT001 0.080 1.0×10-15

RT002 0.080 1.0×10-15

RT003 0.100 1.0×10-15

RT004 0.010 1.0×10-17

RT005 0.120 1.0×10-18

RT006 0.040 1.0×10-16

RT007 0.100 1.0×10-14

RT008 0.050 (1.0×10-17)

全体的にモデル温度が推定
温度分布と比較して小さいた
め，モデル調整を実施中。

高地からの低温流体の浸透による温度低下

マグマ性流体のモデル化
（温度・流量，計算安定性）

中岳深部の温度分布

浅部地熱系の温度上昇の再現

研究開発項目②：資源量評価



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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3D解析の数値ブロックモデルの領域およびグリッド分割を検討した。
解析領域：12.0 km (NW-SE) × 10.0 km (NE-SW) × 7.0 km (Z)
解析グリッドの平面分割：超臨界地熱貯留層および既開発領域を200 m×200 mに分割

〃 鉛直分割：+2,000 m a.s.l ～ +500 m a.s.l → 500 m×3層
+500 m a.s.l ～ -1,000 m a.s.l → 250 m×6層
-1,000 m a.s.l ～ -5,000 m a.s.l → 200 m×20層

3D定常解析：解析モデル構築の作業状況

3D解析の数値ブロックモデルの平面分割（左：全体図，右：拡大図）



研究成果

研究開発項目②：資源量評価
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3次元数値モデル構築イメージ（平面図）

NEDO促進(久住)

KJ-7 KJ-5

大岳P.S.

八丁原P.S.

涌蓋山

低比抵抗体
（-3,000 m a.s.l）

DY-5

広域流動シミュレーション
モデル範囲（NEDO，H11）

推定断層
（-500 m a.s.l）

中岳

熱伝導型
→低透水性

NEDO促進（水分峠）N2-MW-4
40℃@坑底(約 0 m a.s.l)

黒川温泉

検討中の数値モデル範囲

NEDO久住地

域調査井
データ

解析領域北西側：

既往分文献を参照し
た岩相分布

*グリッド分布は概念モデル再検討
後の超臨界貯留層領域の3次元分
布提示後に検討

解析領域南東側：

地質断面図を参照した
岩相分布（低透水性）
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超臨界地熱貯留層の3次元モデル化
（左：鳥観図，右；B-B’断面における断面図）

項目①によって同定された超臨界地熱貯留層領域に基づいて，3次元構造化を行った。
超臨界地熱貯留層領域の条件
• 深部低比抵抗体内

（比抵抗値の対数で0.6以上，0.75以下）
• 標高-3,000m a.s.l 以深
• 温度600℃以上
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掘削概要計画の検討
・候補地B、C、D
・ケーシングプログラム
・傾斜掘削計画を検討

深部構造調査試錐掘削計画

候補地 坑底偏距 掘削長

B 約1.5km 3,500m

C 約2km 3,800m

D 約2.1km 3,900m

掘削ターゲット
・温度340℃以上
・低比抵抗域上部

掘削計画書、費用等の検討

・敷地の制約（国立公園、既存施設等）を考慮し、
候補地Cからの掘削計画を検討中

坑井仕様・作業工程策定
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坑井仕様・作業工程策定 候補地Cからの計画
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坑井仕様・作業工程策定 掘削基本計画表

浅部の逸水層を隠す ケーシングシュー周りのセメンチング (80 m付近) ・全量逸泥、地表への泥水漏洩 ・エア掘り工法のプレドリルによる逸水層の遮蔽 ・敷地工事中に実施

温度 Φ:711.2mm, t:12.7mm ・裸坑検層は不可

DY-5, 47.7m, 3,400~L/min インナーストリング式フルホール（0 - 600 m） ・掘進中の逸泥発生＠90 m付近 ・逸泥対策セメンチング準備、LCM準備 【ビット計画】

DY-5, 89.5m, 3,400~L/min 浅部逸水区間の遮蔽を目的とする  * 1.80sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・12-1/4"パイロットホールの掘削及び検層 IADC:231,537,615

20" 94.0#,  J-55, BTC, R2  * BHCT/BHST @BTM = xxdegC / 150degC ・バウンシングによる低ROP, リグ機器損傷 ・ショックツールの使用 【掘進パラメーター】

 * OH Excess 150%準備、70%使用予定 WOB: 10-15 ton, TDS: 30-50 rpm, 

 * 地表までセメント無い場合はトップジョブ実施 ・ソリッド分による比重上昇 ・ソリッドコントロール機器の最適使用 Pump: 3000-4000 lpm

 * 逸泥状況に応じて、CSG CMTにLCMを添加する。 【掘具編成】

DY-5, 555m, 250~700L/min ・セメンチング中の逸泥によるTOC低下 ・セメンチング前の循環泥水へのLCM添加 Bit*Shock tool*Stab*F/Sub*DC*Stab*DC②

 * 逸泥対策セメンチングはポルトランドセメント使用 ・トップジョブ準備（パイプ類、スラリー等） *Stab*DC⑦*Jar*DC②*XO*HWDP⑮

DY-5, 770m, 3,000~L/min 150℃ ・H2Sガス流出による災害 ・マッドログにH2Sセンサーの組み込み、ガスマスク等の常備

2ステージフルホールセメンチング（0 - 1500 m） ・掘進中の逸泥発生＠700m, 1,500m付近 ・逸泥対策セメンチング準備、LCM準備 【ビット計画】

浅部逸水区間の遮蔽を目的とする 1st ステージ（700 - 1500 m: 800 m） ・12-1/4"パイロットホールの掘削及び検層 IADC:535,615

13-3/8"  54.5#, J-55, BTC, R2  * Lead 1.60sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・ソリッド分による比重上昇、それに起因する差圧抑留 ・ソリッドコントロール機器の最適使用 【掘進パラメーター】

 * Tail   1.85sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・泥水をダンプしての希釈 WOB: 10-15 ton, TDS: 30-50 rpm, 

 * BHCT/BHST @BTM = xxdegC / 200degC ・ホールクリーニング不良、埋没発生、パックオフ ・適切なポンプレートでのホールクリーニング Pump: 3000-4000 lpm

 * OH Excess 100%準備、50%使用予定 ・ザク揚げ循環、ショートトリップの実施 【掘具編成】

【傾斜掘り計画】 2nd ステージ（0 - 700 m: 700 m） ・全量逸泥発生時の水不足 ・事前の最大給水レートの把握 Bit*PDM*F/Sub*Stab*MWD*DC⑪*Jar*DC②

KOP :650 m  * 1.80sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・貯水設備（ピット、タンク等）の準備 XO*HWDP⑮

BUR : 3.0 deg/30m  * BHCT/BHST @BTM = xxdegC / 150degC ・セメンチング中の逸泥によるTOC低下 ・セメンチング前の循環泥水へのLCM添加

(EOB：1100 m, Inc：45°)  * OH Excess 100%準備、50%使用予定 ・トップジョブ準備（パイプ類、スラリー等）

 * 逸泥状況に応じて、CSG CMTにLCMを添加する。 ・H2Sガス流出による災害 ・マッドログにH2Sセンサーの組み込み、ガスマスク等の常備 ・低比重CMTはドライブレンドが不要だとハンドリングが

DY-6, 1,564m, 200L/min  * 地表までセメント無い場合はトップジョブ実施 容易である。セメントが立ち上がった時の差圧を小さく

DY-6, 1,639m, 150L/min 200℃ できるため、圧力による開放が容易となる。

DY-6, 1,699m, 240L/min  * 逸泥対策セメンチングはポルトランドセメント使用

逸泥区間の遮蔽を目的とする 2ステージライナーセメンチング（1450 - 2800 m） ・掘進中の逸泥発生＠1,600m, 2,000m付近 ・逸泥対策セメンチング準備、LCM準備 【ビット計画】

8-1/2"坑長を極力短くし目標深度に到達するよう 1st ステージ（2200 - 2900 m: 700 m） IADC:537,617

深部までケーシングをセットする  * Lead 1.60sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・ソリッド分による比重上昇、それに起因する差圧抑留 ・ソリッドコントロール機器の最適使用 【掘進パラメーター】

9-5/8"　40#, J-55,BTC, R2  * Tail   1.85sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・泥水をダンプしての希釈 WOB: 10-15 ton, TDS: 30-50 rpm, 

DY-6, 1,983m, 50L/min  * BHCT/BHST @BTM = xxdegC / 270degC ・ホールクリーニング不良、埋没発生、パックオフ ・適切なポンプレートでのホールクリーニング Pump: 2000-3000 lpm

DY-6, 2,080m, 250L/min  * OH Excess 100%準備、50%使用予定 ・ザク揚げ循環、ショートトリップの実施 【掘具編成】

DY-6, 2,262m, 800L/min 【傾斜掘り計画】 2nd ステージ（1500 - 2200 m: 700 m） ・全量逸泥発生時の水不足 ・事前の最大給水レートの把握 Bit*PDM*F/Sub*Stab*MWD*DC⑤*XO

沿角掘削  * 1.80sg GWCスラリー、 脱水調整剤使用 ・貯水設備（ピット、タンク等）の準備 HWDP⑮*Jar*HWDP⑤

 * BHCT/BHST @BTM = xxdegC / 200degC ・GWCスラリーの耐熱環境より高温域でのセメンチング ・サーマロックセメント(耐熱450℃)の検討、準備

 * OH Excess 100%準備、50%使用予定 ・低比重CMTはドライブレンドが不要だとハンドリングが

 * 逸泥状況に応じて、CSG CMTにLCMを添加する。 ・高トルクに伴う目標深度への未達 ・シミュレーションに基づいた機材選定 容易である。セメントが立ち上がった時の差圧を小さく

・ドルクリダクションツールの検討、準備 できるため、圧力による開放が容易となる。

・高温環境に伴うツール損傷、泥水の劣化 ・冷却システムの準備、高温対応泥水の使用 ・DSPJを使用する場合はTDSのセーバーサブと一緒に考える。

・2ステージの場合は、MSCが不要の場合にリカバリーが困難 ・MSCの上下にリジット又はソリッドタイプのセントラライザーを

配置してESが孔壁と接触しないようにする。

・シャーピンは最低限とする。

・H2Sガス流出による災害 ・マッドログにH2Sセンサーの組み込み、ガスマスク等の常備

DY-6, 2,726m, 50L/min  * 逸泥対策セメンチングはポルトランド or GWC使用

290℃ 9-5/8"とのオーバーラップ長50 mのライナーとする ・逸泥対策は実施しない ・ビットの径落ち、径落ちに付随するコーンの遺留、せりこみ ・PDCビットの投入、ゲージ強化インサートの購入 【ビット計画】

7"ブランク 　20#, J-55, BTC, R2 ・トルク管理により径落ちを早期把握、ビット交換を最適化 IADC:537,617,627,637

7"スリット 　20#, J-55, BTC, R2 ・ソリッド分による比重上昇、それに起因する差圧抑留 ・ソリッドコントロール機器の最適使用 【掘進パラメーター】

ベルマウスを使用する WOB: 8-12 ton, TDS: 30-50 rpm, 

・清水掘削時のクリーニング不良、埋没発生、パックオフ ・高ポンプレート維持、2jt掘進、適宜ストリングフリー確認 Pump: 2000-3000 lpm

【傾斜掘り計画】 ・付替え前埋没あればHi-Visフラッシュ 【掘具編成】

沿角掘削 ・トリップ時に全区間リームアウトすることで停滞ザクを除去 Bit*PDM*F/Sub*Stab*MWD*DC②*XO

・ライナー部でザク揚りが悪くなる。 ・循環用にウェルコマンダーのような循環量を確保する HWDP㉔*Jar*HWDP⑤

ツールの使用を検討する。

・全量逸泥発生時の水不足 ・事前の最大給水レートの把握 ・DSPJを使用する場合はTDSのセーバーサブと一緒に考える。

・貯水設備（ピット、タンク等）の準備

・高トルクに伴う目標深度への未達 ・シミュレーションに基づいた機材選定 ・逸泥によりTD到達が困難となる場合は、状況（温度など）に

26"坑掘止後：　物理検層 ・ドルクリダクションツールの検討、準備 より逸泥層を閉塞することも検討する。

17-1/2"坑掘止後：　温度検層、物理検層 ・高温環境に伴うツール損傷、泥水の劣化 ・冷却システムの準備、高温対応泥水の使用

12-1/4"坑掘止後：　温度検層、物理検層 ・コアビットへの浚い等の負荷を避けるため、ビット径及びStab径

8-1/2"坑掘止後：　温度検層、物理検層 ・コア採取/100mによる坑内温度の上昇 ・冷却システムの準備、高温対応泥水の使用 を小さくしたものを使用することを検討する。（コア径は同じ）

7"ライナー降下後：　注水試験、フォールオフ試験 ・掘削編成降下時、掘削開始時の十分な坑内冷却

380℃ ※サイエンスチームで詳細検討中 ・H2Sガス流出による災害 ・マッドログにH2Sセンサーの組み込み、ガスマスク等の常備

高温用泥水

(BX or

G-500S)

/清水

8-1/2"

高温用泥水

(BX or

G-500S)

12-1/4"

34" エア

検層・試験項目

予想層序 ケーシング・セメンチング計画 泥水計画 ケーシング計画　・　傾斜掘削計画 セメンチング 問題点・検討課題 対応策 補足坑径
近隣坑井 逸泥状況

(坑井、深度、レートkL/hr)

高温用泥水

(BX)
17-1/2"

ベントナイト

泥水
26"

30"

@80 m

(TVD80m)

13-3/8"

@1500m

(TVD1337.99m)

9-5/8" 

@2800 m

(TVD2257.22m)

7" 孔明管

@3800 m

(TVD2964.33m)

九重溶岩類

一目山溶岩層

豊肥火山岩類

鳴子川火山角礫岩層

豊肥火山岩類

コトバキ山溶岩層

豊肥火山岩類

南平溶岩層

豊肥火山岩類

八丁原溶岩層

先玖珠変質火山岩類

凝灰岩類部層

先玖珠変質火山岩類

輝石安山岩溶岩

火砕岩類部層

先玖珠変質火山岩類

石英安山岩溶岩

火砕岩類部層

鯛生層群

安山岩溶岩

火砕岩類部層

20"

@600 m

(TVD600m)
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坑井仕様・作業工程策定

• 補完地表調査結果から得られる地熱概念モデルに基づく地熱調査井のターゲット整理中

• 掘削ターゲットが決まれば、掘削等条件を整理し、掘削基本計画・詳細計画の順で検
討・策定を行う

HSE

技術的検討

• 坑井設計・掘削ソフトウェアを用いて泥水循環・地層温度等のシミュレーションを実施

• アルミナセメントについて、長期養生試験・耐酸性試験を実施

• HSEマネジメントシステムの構築方針については、掘削工事の実施主体のHSEポリシーに
則り、構築するものであるが、構造調査試錐並びに超臨界地熱調査井の実施主体等の
詳細は決ることができないため、一般的な方針等の検討、整理を実施中

• HSEマネジメント方針、実施体制等については、NEDO殿と相談しながら検討を進める



まとめ

研究開発の進捗状況
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• 初版の地熱系概念モデルを完成し、資源量評価シミュレーション
への取り込みを行なった。

• 初版の地熱系概念モデルに基づいた2次元シミュレーション実施
し、3次元モデル計算準備へ取り掛かった。

• 構造調査試錐の掘削基本計画並びに調査・試験プラン等の検
討を行なった。



今後の技術課題

研究開発項目①

最新の観測結果に基づく地熱系概念モデルの更新

24/24

研究開発項目②

2次元シミュレーションのモデル調整および，3次元数値モデルの
構築と自然状態シミュレーションによるモデル調整

研究開発項目③④

構造調査試錐の詳細掘削計画及び妥当性の評価・掘削費等
積算、臨界地熱調査井仕様の基本計画策定
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